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第　 1　問

1, 2, 3, 4から等しい確率で数を選ぶ試行を考える。この試行を繰り返すとき，第 n回
目で選んだ数を rn とおく。数列 {an}を

a1 = 1

an+1 = rnan (n = 1, 2, · · · · · · )

によって定める。以下の問いに答えよ。

(1) a4 = 24となる確率を求めよ。

(2) a5 = 24となる確率を求めよ。

(3) n ≧ 6とし an = 24となる確率を求めよ。
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第　 2　問

a，b，c を整数とし，2 次関数 f(x) = ax2 + bx + c を考える。ただし a \= 0 である。
x ≦ 1を満たすすべての実数 xに対して f(x) ≦ 1が成り立つとする。以下の問いに
答えよ。

(1) a，b，cを f(1)，f(−1)，f(0)を用いて表せ。

(2) f(x)をすべて求めよ。
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第　 3　問

aを実数とする。原点を Oとする xy 平面において C を x2 − 4x+ y2 − 4y − 1 = 0で
表される円とし，ℓを 3x − 4y + a = 0で表される直線とする。点 Pを円 C の中心とす
る。以下の問いに答えよ。

(1) 円 C の半径と中心 Pの座標を求めよ。

(2) 円 C と直線 ℓの共有点の個数を求めよ。

(3) a > 0とし，直線 ℓが円 C と接しているとする。直線 ℓに関して点 Pと対称な点
Qをとる。このとき tan∠POQを求めよ。
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第　 4　問

sを実数とする。等式

f(x) = x2 − x − s−
∫ 1

2

− 1
2

x{f(t)− t } dt

を満たす関数 f(x)が与えられたとする。以下の問いに答えよ。

(1) 関数 f(x)を求めよ。

(2) y = f(x)のグラフと x軸が異なる 3点で交わる sの値の範囲を求めよ。

(3) s が (2) で求めた範囲にあるとする。y = f(x) のグラフと x 軸で囲まれる部分の
面積 A(s)を求めよ。

(4) (3)における A(s)の最小値を与える sを求めよ。
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